
～ 2026   年　3 月　31    日

（対象者数） 39人 （回答者数） 36人

～ 2026  年　3  月　31   日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・所属園様と年に2回程度の連携会議を持ち、その
都度、変化のある事柄を迅速に共有していきたい

2
・研修を介して、セラピストの方々が当事業所へ
の所属に向けての相談を行っている

3
・このままの状態で、環境を変えず運営していき
たい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・子どもの利用枠のバリエーションを増やして,
色々な友達との交流ができるようにしていきたい

2
・年に2回程の、防災等の時間を設け、体験してい
きたい

3
・事務所の静養エリアに安心できる素材のものを
用意し、気持ちが落ちつけるようにしたい

・同法人の保育園の子どもが利用しやすい環境であ
ること

・利用児の所属園様を訪問し、細やかな連携を
大切にしている

○事業所名 社会福祉法人　香久山会　ピュアの樹がっけん

○保護者評価実施期間 2026  年  3　月   16　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025  年　3  月　16   日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　4月　9日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・5年以上の保育士（複数）による子どもへの丁寧
な関わりができる

・OT、PT、STのセラピストの方々の研修を定期的
に受けている

・保育園内に事業所があるという安心感がある
・法人保育園児以外の利用者様に大きな看板が無い
という点で通い易さがある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・イベントで他の子どもとの交流が少ない
・保育園の時間軸に合わせる為、活動時間の幅が限
られており、他児と交流することが難しい

・外来利用者への非常時対応の定着が弱い
・1時間の療育が多い為、実地訓練に至らない
ことが多い

・療育室が1部屋であること
・児童がパニックになっても、クールダウンする部
屋がない

事業所における自己評価総括表公表


